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人材育成事業を通して国際協力に貢献する専門機関
　
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

は
、「
知
を
つ
な
ぐ
。
世
界
を
つ
な
ぐ
。

未
来
を
つ
な
ぐ
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
と
し
て
、
１
９
７
７
年
の
設
立
以
来
、

共
に
学
び
合
い
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
未

来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
平
和
で
豊
か

な
地
球
社
会
の
実
現
に
寄
与
し
て
き
た
。

現
在
は
、
①
国
際
研
修
、
②
留
学
生
受
入

支
援
、
③
国
際
交
流
、
④
多
文
化
共
生
の

4
つ
を
柱
に
、
人
材
育
成
事
業
を
展
開
す

る
。
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
国
内
の
ほ
か
、

ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、
欧
米
な
ど
、

世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
北
海
道
か
ら

九
州
ま
で
６
カ
所
に
国
内
支
所
を
展
開
す

る
ほ
か
、
海
外
は
18
カ
国
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
務
所
を
開
設
し
て
い
る
。

多
岐
に
わ
た
る
国
内
外
の
協
力
事
業

　
近
年
は
、
将
来
の
国
造
り
を
期
待
さ
れ

る
途
上
国
の
若
手
行
政
官
ら
が
日
本
の
大

学
院
な
ど
で
学
ぶ
「
人
材
育
成
奨
学
計
画

（
J
D
S
）」
を
は
じ
め
、
海
外
か
ら
行
政

官
や
技
術
者
な
ど
を
招
い
て
行
う
専
門
分

野
の
短
期
研
修
、
世
界
各
地
か
ら
青
少
年

を
日
本
へ
受
け
入
れ
、
日
本
人
の
青
少
年

を
海
外
に
派
遣
し
、
相
互
理
解
を
促
進
す

る
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ま

た
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
を
対
象
と
し
た

就
労
支
援
、
日
本
語
教
育
を
は
じ
め
と
し

た
多
文
化
共
生
事
業
が
注
目
を
集
め
る
。

　
各
事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

の
調
査
か
ら
企
画
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ

ン
、
実
施
・
運
営
、
評
価
・
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
ま
で
を
一
体
管
理
し
、
対
象
者
の
特

定
課
題
や
日
本
の
経
験
に
関
す
る
学
び
を

促
す
こ
と
で
、
支
援
効
果
の
最
大
化
を
図

っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
基
幹
事
業
以
外
に
も
、
長
年

に
わ
た
る
就
労
分
野
の
日
本
語
教
育
事
業

の
経
験
を
集
約
し
た
教
材
「
は
た
ら
く
た

め
の
日
本
語
」
を
開
発
・
発
刊
し
た
実
績

も
あ
る
。

国
際
的
な
視
野
を
も
つ
プ
ロ
集
団

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で
求
め
ら
れ
る
人
物
像
は
、

基
礎
学
力
が
あ
り
、
国
際
社
会
に
お
け
る

多
様
な
価
値
観
を
受
容
で
き
、
か
つ
国
際

関
係
や
公
共
的
な
仕
事
に
関
心
を
も
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
で
考
え
て
行
動

し
、
周
囲
と
共
に
仕
事
を
進
め
な
が
ら
、

困
難
な
状
況
に
あ
っ
て
も
前
向
き
に
取
り

組
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。
折
衝
力
・
交
渉

力
だ
け
で
な
く
、
企
画
・
創
造
力
や
問
題

解
決
・
判
断
力
も
求
め
ら
れ
る
。

　
新
卒
・
社
会
人
を
対
象
と
し
た
「
職
員
」

以
外
に
も
「
期
限
付
職
員
」、
研
修
監
理
・

通
訳
・
ア
テ
ン
ド
・
留
学
生
支
援
を
現
場

で
担
当
す
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
登

録
制
）」、
全
国
各
地
の
教
育
現
場
や
オ
ン

ラ
イ
ン
で
外
国
人
に
日
本
語
指
導
を
行
う

「
日
本
語
講
師
（
登
録
制
）」
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
随
時
募
集
し
て
い
る
。
近
年
は
、

若
手
・
中
堅
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
社
会
人
採

用
や
期
限
付
職
員
か
ら
職
員
へ
の
内
部
登

用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

　
新
卒
職
員
応
募
者
に
向
け
て
、
会
社
説

明
会
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
面
談
を
毎
年
４

月
に
実
施
。
国
際
的
な
人
材
育
成
分
野
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
。

ベトナム人材育成奨学計画(JDS)帰国留学生同窓会の様子

一般財団法人　日本国際協力センター（J
ジャイス

ICE）

働
く

Voice 職員の声

28
歳

30
歳

38
歳
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この組織の魅力は？

ある国際交流事業で来日したアジア各国の学生に、
ホームステイや文化交流を体験してもらいました。
彼らに同行する中で、言葉が通じない家庭や学生同
士でも、最後には家族同然に絆が深まっていく現場
に立ち会えたのは、本当に感動的でした。JICE に
はこのようなプロジェクトが数多くあります。

異文化交流の感動に立ち会える

仕事の内容は？

途上国からの留学生受入支援事業「人材育成奨学計
画（JDS）」の統括をしています。若手行政官を対
象に18カ国からの留学希望者を選考し、約700名
の滞日中の留学生をサポートするほか、４年に一度、
留学希望者の人数や専攻分野に関する人材育成のニ
ーズについて現地調査を行います。

行政官向けの大学院留学生をサポート

学生のときにやっておくべきことは？

大学で学ぶ勉強ももちろん大切ですが、それ以外に
役立った社会経験としては、アルバイトやバスケッ
トボールの部活でさまざまな人と出会い、コミュニ
ケーションを深めたことです。一方、語学や国際協
力に関わる活動についても、もっと早くから触れて
おけばよかったと思っています。

バイトや部活、語学や国際協力など全般

留学生受入支援のためにモルディブ政府関係者と
協議

大阪府立大学総合科学部卒業
後、同大学院理学系研究科を修
了。民間企業に研究職として就
職後、JICA 海外協力隊として
サモアへ派遣。

JICE 東京本部の正職員として
転属。途上国の行政官を対象と
した留学生事業を担当。2020
年より現職留学生事業課課長に。

JICE 中 国 支 所
に期限付職員と
して入職。青少
年向けの国際交
流事業を担当。

この業界を選んだきっかけは？

もともと理系の学問や仕事に携わっていましたが、
20代の頃に途上国を旅し、困難な現状を目の当た
りに。自分にも何かできないかと考え、国際協力機
構（JICA）が実施する JICA 海外協力隊に入り、サ
モアで活動したことが大きな転機となって、この業
界でのキャリアが始まりました。

途上国への旅からJICA 派遣に

この業界の魅力は？

途上国の未来を担う公務員を対象にした留学生のサ
ポートを行っています。彼らが大学院修了後に学ん
だことを各国に持ち帰り、具体的な成果を出してく
ださっていることが、何よりのやりがいです。大臣・
大使を務めたり、政策立案や国際会議などで活躍し
たりしている姿がまぶしいです。

支援した人たちが活躍する姿を見られる

留学生事業第一部 
留学生事業課 課長

一橋 礼子 さん
Hitotsubashi Reiko

［ もっている資格 ］
中学校・高等学校教諭一種免許状 ( 理科 )

［ 得意な分野 ］
人材育成

［ 得意な言語 ］
英語


